
土木工事業の労働災害が激増！
～過去２０年で最悪のペース～

令和５年１０月末時点での長野労働基準監督署管内の土木工事
業における労働災害（休業４日以上の労働災害）が長野労働基準
監督署の旭庁舎と篠ノ井庁舎が統合された平成１６年以降、過去
２０年で最多となっています。
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土木工事業の労災死傷者数の推移

（１月～１０月）

対前年14人増
（280％増）

長野労働基準監督署

【災害事例】 災害防止の基本を徹底し、同種災害を防止しましょう！

フォークリフトで運搬中の荷のバ
ランスを直そうとして運転席を離
れて作業中に荷に手を挟まれた。

削孔機の孔口を毛布で押さえてい
て回転ロッドに手を巻き込まれた。
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ブロックの専用吊具使用して吊り
上げた際に、吊具を持っていた手
が吊具の部品に挟まれた。

トラック荷台の積荷をおろ
す作業中にバランス崩して
荷台から墜落した

電線支障木撤去中、つか
まっていた枝が折れて地上
に墜落した。

ベビーサンダーと呼ばれるグラ
インダーで部材の切断中にグラ
インダーが足に接触した。

グラインダー、コ
ンクリートカッ
ターによる災害が
多い

トラックの荷
台からの墜落
が複数発生

今年
急増

☜回転軸には手が入らないように！

☜安全衛生教育、危険予知で危険
な箇所には手を入れないように！

☜荷は偏荷重が生じないように！
運転席を離れるときはフォークをおろ
すように！

☜荷台や荷の上での作業は避け、
可能な限り地上で！
荷台上では安全な立ち位置を確保！

☜足場等の作業床の設置、墜落制止
用器具の使用を！

☜グラインダーは両手でしっかり
保持するように！



はさまれ・巻き込まれ災害防止対策
（機械のリスク低減３原則）「人の注意力」に頼らない安全を実現するための基本です

①本質安全の原則→危険源を除去又は人に危害を与えない程度にする
②隔離の原則→人と機械の危険源が接近、接触出来ないようにする
③停止の原則→一般的に機械が止まっていれば危険でなくなる

はさまれ・巻き込まれ災害防止のためのYouTube
動画を制作していますのでぜひご覧ください！

URL：https://youtu.be/O84ryhrcGtQ

グラインダー等による災害防止対策
☑研削といしの取替え、取替え時の試運転
の業務は、安全衛生特別教育を受けた者
が行いましょう

☑研削といしについては、必ず試運転を行
いましょう。

☑といしに表示されている「最高使用周速
度」、「寸法」などが機械にあっている
ことを確認しましょう。

☑サイドハンドルを使用し、片手で操作し
ないようにしましょう。 サイドハンドル

保護具を使用しましょう！

ノコ刃は使用禁止！ カバーは取り外さない！

コンクリートカッター
もカバーが必要です

●コンクリートカッター等使用時の注意点

コンクリートカッター、エンジンカッターなどは、キック
バックによる災害が多く発生しています。
☑ハンドルを両手でしっかり持って機械を保持すること。
☑キックバックが発生しやすい刃の上部の４分の１を使用し
ないこと。

☑刃が挟まれた場合は、停止してから引き抜くこと。

道路のコンクリート切
断中、キックバックが
起こり腕に刃が接触し
た

切断用のと石には
両面カバーが必要
です

トラック等の荷台からの墜落・転落防止対策
☑荷台への昇降は昇降設備を使用し、三点支持で
☑「墜落時保護用」のヘルメットを使用
☑できる限り地上で作業を行い、荷台上では安全な場所を確保
☑荷台の端付近では荷台の外に背を向けず後ずさりしないように
☑積んだ荷の上では墜落制止用器具を使用

【災害事例】

キックバック

https://youtu.be/O84ryhrcGtQ

